
 
  

  

第第 33 次次当当別別町町生生涯涯学学習習推推進進計計画画  

のの評評価価・・検検証証報報告告書書  

（（平平成成 2222 年年度度））  
 

 

 

 

１. 評価・検証について                        

 

２. 社会教育委員による当別町生涯学習推進計画評価・検証の流れ     

 

３. 平成 22 年度当別町生涯学習推進計画評価シート 

 

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

当当別別町町教教育育委委員員会会  
 

 

 

 

 

 

 



各事業 
毎に担当者に
よる 
自己事後 
評価 

評価・検証について 

（第 3 次当別町生涯学習推進計画より抜粋） 

 

なぜ、評価が必要なのか？重要なのか？ 

①５ヶ年計画であることを考えると、１年ごとの検証・見直しが必要である。 

②一般的に前例踏襲という風潮がある中で、今後よりよい成果を生むためのステップとして、

分析・判断などの評価がとても重要である。 

③行政側のみが単独で行う評価ではなく、第三者評価が入ることにより、評価がより明確化

される。ただし、誰もが関わりやすい評価の仕方・検証を重視 

 

 

だれが、評価をするのか？ 

①事業を行った職員、機関、団体あるいは担当者＝自己評価 

②各年度毎に社会教育委員＝他者による評価・第三者評価 

 

 

なにを、評価するのか？ 

①生涯学習推進計画の各期＜さらに発展させていきたいこと＞を中心に評価・検証する。 

②各事業の結果（各事業の参加者数や参加アンケート等を参考）を評価する。 ※１ 

③各事業の成果や効果（各事業における波及効果等を参考）を評価する。 ※２ 

 

 

いつ、評価するのか？ 

①各事業終了後に事後評価する。 

②総括的評価を年度末の社会教育委員会にて行う。 

③結果を、教育委員会ＨＰに掲載し、新年度に生かす方策を検討する。 

 

 

どのように、評価するのか？ 

①＜参考＞評価シートを使って、質・量（※３）をとらえての意見交換をし、評価・検証する。 

②解釈の基準（３つの評価を前提にしながらの、総合的な意見交換を行う。） 

(1)一定の基準を設けて、それに達しているかどうかの評価 ※４ 

(2)過去から同じインターバルで測定した結果から達成度・傾向性などを評価 ※５ 

(3)集団の平均値・モデルとなる他の事業や他の地域との比較評価 ※６ 
 

※１ 事業の結果について評価＝ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ評価     ※２ 事業の成果や効果について評価＝ｱｳﾄｶﾑ評価 

※３ 質をとらえての評価＝定性的評価、量をとらえての評価＝定量的評価 

※４ 一定の基準を設けて、それに達しているかどうかの評価=絶対評価 

※５ 過去から同じインターバルで測定した結果から達成度・傾向性などを評価＝時系列評価 

※６ 集団の平均値・モデルとなる他の事業や他の地域との比較評価＝相対評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜参考引用＞北海道立生涯学習推進センター調査研究報告書第２２号（平成１８年３月発行） 

社会教育行政の評価に関する調査研究 ～ 定量的評価の指標について～  
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平成２２年度版 

社会教育委員による第 3次当別町生涯学習推進計画の評価・検証の流れ 
 

評価する際の判断材料 

①事業視察 

 ②社会教育課担当による事業評価、学校教育評価票 

③教育委員会担当職員への聞き取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価は、23 年度単年計画へ反映させる。 

ただし、予算が関わる事業については 24 年度に反映させる。 

 

第１回社会教育委員会（４月２７日） 

・評価方法の説明 

第２回社会教育委員会（１２月２２日） 

・社会教育事業評価一覧表（中間報告）、学校教育評価票の提示 

・各社会教育事業の評価についてディスカッション 

 

第３回社会教育委員会（３月２３日） 

・評価シート集計を参照しながらディスカッション 

・期別に「現状の満足度」「今後の重要度」をまとめる。 

 

３月上旬～中旬  

・各委員に下記シートを送付 

①「当別町生涯学習推進計画評価シート」 

②「社会教育事業評価一覧表」 

・各委員はシートに評価を記入し、教育委員会へ提出 

・教育委員会は各委員から提出された評価シートを集計 

５月～  

・各委員にアンケートを取り「事業評価・検証評価委員分担表」を作成。 

・各委員に毎月初めに「社会教育課内月間行事予定表」を送付。 

・各委員は分担表に基づき事業視察。記録用紙に感想や工夫案を記入。 



平成22年度当別町生涯学習推進計画評価シート 
 
現在の当別町が支援している生涯学習についての評価・検証について（年度毎に社会教育委員で行う） 

 

 

 

現状の満足度 今後の重要度 現状評価・今後の重要度

 

設問項目 

当別町生涯学習推進計画 

自己のライフプラン 

（各期さらに発展させていきたいこと） 
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１ 

やや満足 ４ 特に重要 ５ ＜乳幼児期（保育所・幼稚園など）＞ 

①町内の各子育てサークル等の団体活動の促進 

②幼稚園・保育所の一体化に向けた子育て環境の促進

③体験育（体験でふれあい、体験で学び、体験で育つ） 

④本育（本にふれあい、本に学び、本で育つ） 

⑤交流育（交流でふれあい、交流で学び、交流で育つ） 

・親子で楽しめる機会の充実と、親同士の交流が大事。 

・父親の読み聞かせなど家庭教育に参加を促す事業も大事。

・幼児と親の集いは母親同士の情報交換の場となっていて

よい。 

やや満足 ４ 特に重要 ５ 

＜少年期（小学校）＞ 

①学習育１（学ぶことの楽しさを知り、意欲的に学び、学びの中で育つ）

②徳育（道徳でふれあい、道徳に学び、道徳にて育つ） 

③活動育（活動でふれあい、活動で学び、活動で育つ） 

・子どもたちの体験活動の機会充実が大事。 

・少年の意見発表会は、子どもたちの自由な意見が聞ける

貴重な機会だったので継続してほしい。 

・通学合宿では参加の小学生はとても楽しんで活動してい

た。 

・スポーツ事業でけががあった、食生活改善協議会と協力

して体をつくる栄養について考える取組も大事。 

やや満足 ４ 特に重要 ５ 

＜少年期（中学校）＞ 

①学習育２（様々な学習にふれあい、様々な学習を学び、様々な学習社会で育つ）

②ﾘｰﾀﾞｰ育（ﾘｰﾀﾞｰとしてのふれあい、ﾘｰﾀﾞｰとしての学び、ﾘｰﾀﾞｰとして育つ） 

・小中高生ＴＯＷＮミーティングは、自分たちで取り組み

を決めて実施するということで意味がある。よい経験にな

ったと思う。清掃活動も一生懸命やっていてよかった。 

・これからの時代ネット巡回はますます必要となる。 

・インターネットの普及で小中高校生とも辞書や図鑑を開

いて調べものをすることが少なくなっている。自分の手で

書籍を開いて調べることも大切なこと。 

やや満足 ４ 重要 ４ 

＜少年期（高等学校など）＞ 

①公共育（地域社会とふれあい、公共心を学び、地域社会で育つ）

②ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱにふれあい、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを学び、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで育つ） 

・事業数を増やさなくても、今ある事業を地道に続け高校

生に対して参加を促していけばよい。事業に参加する中で

地域とのつながりを感じてもらえるはず。 

・高校生に対しては子供としてのアプローチではなく大人

としてのアプローチをする必要がある。 



やや満足 ４ 重要 ４ 

＜青年期（大学など）＞ 

①コミュニティー活動、地域行事への参加 

②文化・スポーツ活動への参加 

・高等学校期と同様。 

・その他に、例えば医療大生に少年団の臨時コーチを務め

てもらうのはどうか。地域とのつながりになる。 

・医療大学生等は様々な事業にボランティアとして参加し

ている。 

やや満足 ４ 重要 ４ 

＜成年期＞ 

①コミュニティーにおける地域活動への積極的な参加 

②妊娠・出産・育児・教育への適切な対応 

③心身の健康保持 

・親教育は大事。 

・父親を対象とした子育て講座は継続してほしい。最近は

自分の家庭内だけで仲良くすればよいといった志向にある

ので、他家庭とのかかわりの機会にもなる。 

・フィットネスカレッジは、ニーズ多い。毎週やってほし

いぐらい。託児を設けると若い主婦層を取り込めるのでは。

・父親の子育てへのかかわりは大切。おやじの会との連携

をさらに進めることが大切。 

やや満足 ４ 重要 ４ ＜壮年期＞ 

①地域の人材を活用した人材バンク登録制度（とうべつ知恵袋）の拡大 

②地域全体で学校を支援する学校支援地域本部事業の促進 

③「当別町青少年健全育成町民のつどい」の効果的な実施 

④安全な生活、防犯・防火・防災活動 

・この年齢の方々は経験、知識を活用するのが大事。 

・人材バンク事業は登録者拡大を。戦争体験を話すなども

いいのでは。 

・大人向けの英語の講座があると参加してみたい。 

満足 ５ 特に重要 ５ 

＜熟年期＞ 

①地域の歴史や文化の伝承 

②生活の知恵の伝承、習得した専門的知識・技能の社会への還元 
・壮年期同様、この年齢の方々の経験、知識を活用するの

が大事。歴史は最近注目されている。経験や知識を活かし

て子どもたちに歴史を教えるような機会を。 

・当別太鼓等伝統芸能の継承活動が大切。 

合 計 ３３／４０ ３６／４０ 

 

 


